
高度統合型熱帯海洋科学技術イノベーション創出拠点形成事業

海洋応用科学部門 海洋生物増養殖分野

海洋生物研究を基盤とした
沖縄における水産ネットワークの形成

Research Topics

水圏生物の共同研究によるネットワーク構築（今井秀行，プロジェクト代表）

沖縄産微細藻類株を用いた基礎・応用研究の検討（須田彰一郎）

アオリイカ類の産卵場の特性（池田譲）

熱帯性魚類のサステイナブル陸上養殖技術確立の試み（竹村明洋）

水産重要種の生活史解明（立原一憲）

オキナワモズク養殖技術向上に向けた産学連携の取り組み（田中厚子）

広大な海洋に囲まれた琉球列島は海洋生物資源の宝庫であり、沖縄ではサンゴ
礁から沖合までの様々な海域に生息する生物を漁獲・利用している。国や自治体
の水産研究機関等では産業上重要な魚介類の資源管理や増養殖事業を行っている
が、資源の減少に歯止めはかかっていないことに加え、水産養殖業者の要求に応
えるだけの種苗生産ができていない。近年、沖縄の地理的優位性に着目した物流
拠点が形成されつつあり、温帯性の海洋生物の陸上養殖のニーズも高まっている
ことから、従来の地域重視の水産研究に加えて、国際的な視野に立ったニニーズ
プル型のグローバルな水産研究が求められている。
本プロジェクトは琉球大学理学部海洋自然科学科生物系において海洋生物資源
に関する研究を行う研究者を集め、沖縄県における水産業振興に資する研究を展
開しつつ、本研究の成果を基盤とした水産ネットワーク形成を模索することを目
的として行われた。（2017-2021）
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